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・人が活き活きする社会
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目指す姿を
共有しよう

日本が抱える課題

・財政赤字 ・経済低迷
・尐子高齢化 ・医療崩壊
・食料/エネルギー低自給率
・教育 ・地球環境問題 etc.

ビジョンがあれば、
① 皆のベクトルがそろい、判断がぶれなくなる。
② 夢と希望が出て、意欲が高まる
③ 難しい状況を切り拓くよりどころができる
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■ ２０１０年のプロジェクト活動

・民間のさまざまな団体が将来ビジョンの検討をスタートする

・様々なアクターがビジョンを考え持ち寄る

・インタラクティブな議論を経てビジョンを纏めて皆で共有する
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２０１０年 ７月 ２０１１年１月

֘検討テーマ֙

４月 １０月

まなぶ くらす はたらく

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆公開イベント
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★ビジョン発信

全体

１．意見交換会の趣旨

今年に入ってから、「教育のあり方」に特化してプロジェクトを進めてきましたが
４月中旬以降は、全体像の検討を再スタートします。

リスタートにあたり、プロジェクトとして目指す２０３０年の将来像を再確認する
とともに、具体的な方向性についても考え方のレベルを合わせたいと思います。

そこで、昨年１２月末の資料をもとにして、意見交換をしたいと考えます。
特に、どういう社会像を描くのか、特に、“くらす”、“はたらく”と“コミュニティー”
のありよう、またこの３ヶ月間考えてきた、“まなぶ”についても、皆の考え方を
揃えていきたいと思います。

また、２４日のＷｏｒｌｄＳｈｉｆｔＦｏｒｕｍプレゼンテーションで発するメッセージも
共有したいと考えます。

■ プロジェクト活動のご紹介
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・資本主義と社会主義 がバランスした社会
■公平公正で努力が報われる

人を大切にする福祉国家を目指す

・農業の再生、自然エネルギーへの転換

■ 自給率を高め、循環型システムを導入し
持続可能な社会を目指す

・自国に誇りを持ち、世界に貢献できる

■ 伝統的な文化や平和思想を大切にし
多様性を認める社会を作り出す
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世界に認められる国
・平和に貢献
・環境に貢献
・アジア共同体の核

社会をつなぐ価値観を
一緒に考えましょう。
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■目指す姿を実現するための取組み
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政治・行政
市民

（個人・家庭）

βここで言っている「コミュニティー」は広義であり、
「新しい公共」だけでなく、地域活動や企業も包含した概念です。

★ñ２０３０ビジョン”プロジェクトでは、特に、「市民」、「コミュニティー」として
どうありたいか？を重点的に考えていきます

コミュニティーβ

β昨年末に共有した基本コンセプトです。

２．目指す姿の確認 その１



２．目指す姿の確認
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β昨年６月に共有した目指す社会と人の生き方です。

その２



【基本コンセプト】

【実現に向けた方策案】

● 福祉の充実と財政との両立

ƨ ˲ș ǒǠǚǯǮ ș ӓǠȒר
ɵ ϐǖḹǮǵ ↓șṔȋǞƲȋȒ șṔǠ
ɵ ș Ǟǭ Ǩ ǖϐǘȒȏǍǲǠȒ
ɵ Ǳ ș ǒǞǭƲ ǿǵȿɡɶȶșǠȒ
ɵ ˲ǺǯǓ ǏֻǪǭƲ͔Ιș ȇ ̝ǯǠȒ
ɵ Ⱥɫ ̜ ǵⱬ⅝

Ƨ ˲ș ǒǠǚǯǮ ș ӓǞƲר Ɏɧɱȷȉ ᵎǞƲᾓ ǿǵʥὄșǱǖǠ

ƨ ǞǱǖǭȉƲ Ἤș ȐǠ
ɵ șǱǖǞǭ їǯ֛ЊǵɎɧɱȷș֝Ȓ
ɵ ὤǒȐ Ǯᶥ֛ǠȒŃᶭὑ
ɵ ♬ ǒȐ Ń ᴜ

Ń ֯ ̝

Ƨ ҚɠɅɩ ɫɶɩɠɅɩ ǓǉȑƲ˲ƵǓ ǠỡǓȆǏȒ ̝

ƨ ǵ͔Ιר ǲ ǜȓǦ ̝ǒȐ ǘїǠ
ɵặרǧǘǵȱɝɣɉɄȡș ǙȒ
ŁקȑǵȱɝɣɉɄȡǯ ǓȒ

ɵɜɜǵϐǖǓ Ǯ ǞǋȉǵǯǠȒ
ɵϐǔǦǋʺỷǓϐǘȒ ̝ǲǠȒ
ɵ ặ₳ Ḩ ș ӓǜǢǭ ὃ

ɘɈɩɄȡѰ↓
ɵặרǵ ᴣ ș ̊ʣǲ ȈȒ

◎ 多様な働き方、生き方が認められ、何度でもチャレンジできる社会をつくる

ƨẉ Ǳϐǔ șὕ ǠȒ
ɵ̝ ǲ ǒǱǖǭȉ ǋϐǔ
ɵ ȖȓȒǵǮǶǱǖ ₳ ǵɏɶɆɈɶǯǞǭ
ɭɶȭǯɧȢɓǵɎɧɱȷǶ ѝǮ ȈȒƳ

ƨ ̝ǵἧ ǭҘș ȈȒ
ɵ Ѓ̜ Ǔ₡ ǲ֝ȓȒ˿ Ȇ
ɵ᷂ḢǓʝ ǲǱǪǭἧ ǭǮǔȒ ṑ
ɵї Ʋ ЃƲ Ϭӓ ̂
ɵὤ ͜ їș ϺЛ ǲ

Ƨ ᾜἧ ӓ ̝ǵϼ ǱɆɁɕɠɅɩǲǱȒ
ȍǯȑǉȒɧȢɓȷȽȢɩșὕ ǮǔȒᶮ

ƨ ̝ǵӣ ˺ Ҙș ȈȒ
ɵ˺ ̜ Ǔ►ǦȑѼǲ֝ȓȒ˿ Ȇ
ɵ᷂ḢǓʝ ǲǱǪǭ˺ ǮǔȒ ṑ
ɵβ∆Ǳ̱șͪǫ˿˗ȋ☻ҊǓǉȒ
ɵ ǵɪɗɩǲꜘǟǦ֞ ɜȢɱɇ
ɵ᷂Ḣǲⱳǡӣ ǓǉȒ

ƨ☻ҊǲꜘǟǤȓǥȓǵȹȭȽɶǓҟҘ

ƨ˲ǿǵȳɶɑȷǲ Ʋї ǠȒ
ɵἧ ǭǶ Ẏǵ ̝ ǮǉȒ
ɵӣ ˺ ǶƲ ǯ ǵҍїǮǉȒ
ɵ₴ Ƕ̓ȖȓȓǷ ̝ǲ ϷǜȓȒ
Ҝ ǲᶥǢǱǋȩȽȿǮ ǠȒ

ǵὄⱲ ș ȈȒǚǯȉֿ ǲⱳ

ƨᶮǯǞǭǵ șרׄ ǲǠȒ
ᶮǵ▌Ȇș ǲǞǦǍǏǮ

３．具体論の方向性 ・昨年末時点での纏め資料

β１７・１８の意見交換会ではこのような資料も参考にしながら考え方を整理します

その１



【基本コンセプト】

【実現に向けた方策案】

ƨ ǔ ǔǞǦȱɝɣɉɄȡșǰǍǫǖȒǒ

Ƨἧ ǭɵ ȉ Ǯ ΏșȆȒ
ɵ᷂ḢȱɝɣɉɄȡɶș ǒǠ
ɵ ǦǨǵḐ șǯȒǚǯ
ɵȻɶȵɡɩ șȉǪǯ ǒǠ
ɵȵɉȠǵ ȋאל ș ǒǠ

Ƨ ̮ Ǔ
ɵ Ǔ ȓȒǯὤǲₒȒǵǓ Ǳỡ
ɵҥϐ ș ǠȓǷ ǋ
ɵ᷂ḢǵʴǲϐǖḹǓǉȓǷȏǋ
ɵ ǵ ὤǵȏǍǱ Ǔȏǋ
ɵ Ҟ Ǔ Ǭǖ

Ƨ ɵ ṑșϹὕǜǢȒ
ɵ᷂ḢǲǑↄǓǉȒ
ɵ ȑȋВ ǠȒȢɗɱɆƲ ǍḹǓǉȒ
ɵ ̱Ǔ ӓ
ɵ⁸ Ǔ֝ȑ ȇ˗ ˿ѝǘ
Ÿ ǵʝҊǶ̮ ǲ Ϸ
᷂Ḣ ǱǰǮ

ƧȵɉȠș ̝ǲ ǒǠ
ɵȵɉȠǓϐǔ ǋ ̝ǯǞǭƲ
ȵɉȠǵᾦ ș ȈȒ

ɵ ặǓ ȓֻǍḹșǫǖȑƲ
ї Ҝ ǋȅǮǵɧȢɓȳȢȭɩ
șἶǽǚǯǓǮǔȒƳ
ɵȵɉȠǵᾦ Ǔ ǋǯӣ ȉ Ȓ

Ƨ᷂ḢȱɝɣɉɄȡǵᾍ ǵḹș Ǟǭ˛ǋș ȑƲ ǏǉǍ Ǩș ǫ

Ƨ ̮ Ǯ ɵ ṑșϹὕǜǢȒ ǒǱȍǯȑǉȒ ȐǞ

ƧȵɉȠǓ ǲїǭƲ ǵǦȈǲϐǖҜ ǔǓǋǓїǭ ǲȉǱȐǱǋ

Ƨ ǵᾓ ș ѝǦǨǮ ǏƲ ѝǦǨǮ ᵣǠȒ ș ǫ

Ƨ̮ȆȋǠǋ᷂Ḣ ̝ ș̸ȒǲǶ ǓẎў
ɵ ǲ ̂ǋǦḨ Ǳ șἧǰȉǵ ǒȐ
ȲɝǵѝѩƲ ṑǿǵ

ɵ᷂ḢǲᾍǠȒ ȉ ȅȓƲ᷂Ḣǵ ș̢ǪǦƲ
ȏȑ̮Ȇ ǋ᷂ḢǲǱǪǭǋǖǵǮǶǱǋǒƳ

Ƨ᷂ḢǮ ǏǉǍ
ɵ᷂Ḣǲ ǝǞǦ ̸̝ȑ
ɵ᷂Ḣ șẆǒȐ ǫǘȒ
ɵ ˬǯֿ ӓǢǡ᷂Ḣ șר ǒǠ
ɵȱɝɣɉɄȡɑȶɋȷș ǒǠ

３．具体論の方向性 ・昨年末時点での纏め資料

β１７・１８の意見交換会ではこのような資料も参考にしながら考え方を整理します
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“２０３０ビジョン”プロジェクトでは、“学ぶこと自体が楽しく”、“社会や人への関心を高め”、
“未来に夢や希望を抱くことができる”教育を目指したいと考えています。

そして２０年後の２０３０年が、新しい価値観で自律的に行動するイノベーターで溢れている
活気ある日本になって欲しいと考えます。

● 世の中について考える力

● 問題を発見し解決できる力

● データや情報を分析する力

● コミュニケーションする力

・自分が望む社会を思い描く力
・多様な価値観を認め、尊重する力

・問題の本質を見抜く力

・自ら実践する力

・人の気持ちや考えを理解する力
・他者と協力してものごとを進める力

・問題を自分で感じ、考える力

・必要な情報を収集し判断できる力

目指す教育の姿 ： 「豊かな人格と社会で役に立つ力を形成する」

「生きる力」＝「自ら考える力」

・幼い時から学ぶことに喜びがある
・学ぶことで自分に自信が持てる

・親の収入によって差がつかない
・公教育で学びが保障される

○ 学ことが楽しい

○ 教育機会が公平に提供される

実現のための取組みの方向性

◎ 就学前教育の充実

◎ 受験をゴールとした教育でなく
社会で役立つ力を育む

・幼児教育と小学校教育の一体化
・就学前教育１００％実施

・就学前～小／中学校～高校 無償化

教育の仕組み

社会の価値観

・記憶、処理能力中心の学習を減らし
調べて考える学習を基軸に据える

・世の中について考える学習を重視する
・「将来の社会」を考える協働の場をつくる

◎ 公教育の充実

・教育予算への資源配分を大幅に増やす
・家庭と地域コミュニティが教育に参加する
・労働時間を減らし“親子“の時間を増やす

・公教育の教員の質と量を高める
・社会人経験重視、塾教師を取り込む
・地域の大人も教育に参加する

◎ 多様性を重視する
・一人ひとりの特性、進度に合わせた教育
・地域が連携し様々な体験の機会を提供する
・大人が範を示す（多様なロールモデル）

◎ 教育が国の基本という合意の形成

◎ 学歴至上の考え方を変える
・多様な能力を尊重する
・学歴と仕事／給与とのデカップリング

３．具体論の方向性 ・昨年末時点での纏め資料

β１７・１８の意見交換会ではこのような資料も参考にしながら考え方を整理します

その３


